
(57)【要約】

【課題】針刺し事故を防ぎ、永久に再使用不能にされた

安全注射器を提供する。

【解決手段】ガイド、及びガイドに沿って摺動するよう

に構成された第１の部分と尖った針先を内部に覆うこと

を容易にする針のための構造を有する第２の部分とを有

する摺動可能部材を含む、注射針のための安全装置。ま

た、１つ又はそれ以上のフォロアを有する第１の部分と

、ガイドを収納する第２の部分とを有するプランジャを

含む再使用不能注射器。

【選択図】図１２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ イ ド と 、
前 記 ガ イ ド に 沿 っ て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 部 分 と 、 尖 っ た 針 先 を 内 部 に 覆 う こ
と を 容 易 に す る 針 の た め の 構 造 を 備 え た 第 ２ の 部 分 と を 有 す る 摺 動 可 能 部 材 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 注 射 針 の た め の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ガ イ ド は 、 注 射 器 の 外 筒 の 成 形 さ れ た 一 体 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ イ ド は 、 注 射 器 の 外 筒 に 装 着 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ イ ド は 、 近 位 端 及 び 遠 位 端 を 有 し 、
前 記 近 位 端 は 、 前 記 摺 動 可 能 部 材 が 該 近 位 端 に お い て 前 記 ガ イ ド か ら 外 れ る こ と を 防 ぐ 末
端 ブ ロ ッ ク と 、 該 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分 を 受 け る 斜 角 セ グ メ ン ト と 、 針 先 と 係 合 す る
前 の 該 摺 動 可 能 部 材 の 一 時 的 な 配 置 を 容 易 に す る 面 取 り セ グ メ ン ト と に よ っ て 形 成 さ れ る
、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ガ イ ド の 前 記 遠 位 端 は 、 使 用 時 に 前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 上 の 対 応 す る セ
グ メ ン ト に 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 該 摺 動 可 能 部 材 を 引 き 込 み 不 能 位 置 に 固 定 す る 、 遠 位 に
整 列 し た 鋸 歯 の セ グ メ ン ト に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 ブ ラ ケ ッ ト 及 び シ ャ フ ト か ら 成 る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 ガ イ ド の 前 記 斜 角 セ グ メ ン ト 上 に ス ナ ッ プ ・ ク
リ ッ ク 式 に 留 ま る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 ガ イ ド 上 の 鋸 歯 と 遠 位 に 固 定 さ れ 、 そ う す る
こ と に よ っ て 使 用 時 に 該 摺 動 可 能 部 材 が 近 位 に 引 っ 込 ま れ る こ と を 防 ぐ う に 補 完 的 に 切 り
込 ま れ た 内 側 リ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 シ ャ フ ト は 、 弾 力 的 に 変 形 可 能 で あ り 、 前 記 注 射 器 の 外 筒 か ら 離
れ る よ う に 付 勢 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安
全 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 針 先 を 覆 う こ と を 容 易 に す る キ ャ ッ プ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 摺 動 可 能 部 材 の 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 偏 心 開 口 及 び 閉 鎖 セ グ メ ン ト か ら 成 る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 弾 力 的 変 形 可 能 シ ャ フ ト は 、 前 記 開 口 を 針 先 か ら 離 れ る よ う に 付 勢
さ せ 、 そ う す る こ と に よ っ て 前 記 閉 鎖 セ グ メ ン ト が 針 先 の 上 に 残 る よ う に す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ９ 、 請 求 項 １ ０ 、 又 は 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 針 は 、 取 外 し 不 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ２ の い ず れ か １ 項 に
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記 載 の 注 射 器 の た め の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 針 は 、 前 記 注 射 器 の 一 体 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 注 射 器 の た め の 安 全 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
実 質 的 に 本 明 細 書 で 説 明 さ れ て 示 さ れ た よ う な 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
実 質 的 に 本 明 細 書 で 説 明 さ れ て 示 さ れ た よ う な 新 た な 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 の た め の ガ イ ド 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 装 置 の た め の 摺 動 可 能 部 材 。
【 請 求 項 １ ９ 】
１ つ 又 は そ れ 以 上 の フ ォ ロ ア を 有 す る 第 １ の 部 分 と 、 ガ イ ド を 収 納 す る 第 ２ の 部 分 と を 有
す る プ ラ ン ジ ャ 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 再 使 用 不 能 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 プ ラ ン ジ ャ の 端 部 に 装 着 さ れ た 密 封 プ ラ グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載
の 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 プ ラ ン ジ ャ の 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 ２ つ の 部 材 を 含 み 、 第 １ の 部 材 は 、 前 記 ガ イ ド を 収
納 し 、 第 ２ の 部 材 は 、 前 記 密 封 プ ラ グ と 連 結 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ９ 又 は 請 求 項 ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 注 射 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 ガ イ ド は 、 Ｍ 形 に 誘 導 さ れ た ガ イ ド で あ り 、
前 記 ガ イ ド は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 脚 部 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 の 間
に 第 １ の 頂 点 、 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の 脚 部 の 間 に 第 ２ の 頂 点 、 及 び 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 脚
部 の 間 に 第 ３ の 頂 点 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ２ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ン ジ ャ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 フ ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 が 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 頂 点 内 に 配
置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
先 行 脚 部 内 へ の 再 入 を 防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 の 形 態 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 １ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 内 で 前 へ 押 さ れ る 時 に
前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ２ の 頂 点 は 、 該 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ２ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ
う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ
ド 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ
る 時 に 前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ６ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 ２ の 頂 点 は 、 前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ３ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ３ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 に 向 っ て 押 さ れ
る 時 に 前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ８ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 第 ３ の 頂 点 は 、 前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ４ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ２ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ４ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 戻 さ れ
る 時 に フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ か ら 請 求 項 ３ ０ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 Ｍ 型 ガ イ ド の 前 記 第 ４ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 外 部 と 連 通 し 、 そ う す る こ と に よ
っ て 前 記 フ ォ ロ ア は 、 該 Ｍ 型 ガ イ ド か ら 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 前 記 プ ラ
ン ジ ャ の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 前 記 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、 該 第 ２ の 部 分 を 前
記 注 射 器 の 針 先 に 残 る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ か ら 請 求 項 ３ １ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 ガ イ ド は 、 Ｚ 型 で あ り 、
前 記 ガ イ ド は ま た 、 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 脚 部 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 の 間 に
第 １ の 頂 点 が あ り 、 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の 脚 部 の 間 に 第 ２ の 頂 点 が あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ２ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ン ジ ャ 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 フ ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 頂 点 内 に 配 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
先 行 脚 部 内 へ の 再 入 を 防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 の 形 態 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 １ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ る 時 に
前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ か ら 請 求 項 ３ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 第 １ の 頂 点 は 、 前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 ２ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ か ら 請 求 項 ３ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 に 向 か っ て 押 さ れ る 時
に 前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ か ら 請 求 項 ３ ７ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 第 ２ の 頂 点 は 、 前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 ３ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ ３ か ら 請 求 項 ３ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 ３ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 戻 さ れ る 時 に
前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ か ら 請 求 項 ３ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 Ｚ 型 の 前 記 第 ３ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 外 部 と 連 通 し 、 そ う す る こ と に よ っ て 前
記 フ ォ ロ ア は 、 該 Ｚ 型 ガ イ ド を 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 前 記 プ ラ ン ジ ャ の
前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 前 記 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、 該 第 ２ の 部 分 が 前 記 注 射 器
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の 針 先 に 残 る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ か ら 請 求 項 ４ ０ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
前 記 ガ イ ド は 、 Ｖ 型 で あ り 、
前 記 ガ イ ド は ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 の 間 に 頂 点 が あ
る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ２ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ ラ ン ジ ャ 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 フ ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 が 、 前 記 頂 点 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
先 行 脚 部 内 へ の 再 入 を 防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 の 形 態 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 一 方 向 進 路 を 促 す た め の 手 段 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
前 記 Ｖ 型 の 前 記 第 １ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 に 向 か っ て 押 さ れ る 時
に 前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ か ら 請 求 項 ４ ４ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
前 記 頂 点 は 、 前 記 Ｖ 型 の 前 記 第 ２ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ ２ か ら 請 求 項 ４ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
前 記 Ｖ 型 の 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ る 時 に
前 記 フ ォ ロ ア を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ か ら 請 求 項 ４ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
前 記 Ｖ 型 の 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 外 部 と 連 通 し 、 そ う す る こ と に よ っ て 前
記 フ ォ ロ ア は 、 該 Ｖ 型 ガ イ ド か ら 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 前 記 プ ラ ン ジ ャ
の 前 記 第 １ の 部 分 を 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 前 記 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、 該 第 ２ の 部 分 が 前 記 注 射
器 の 針 先 に 残 る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ か ら 請 求 項 ４ ７ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
予 充 填 注 射 器 と 共 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ か ら 請 求 項 ４ ８ の い ず れ か １
項 に 記 載 の ガ イ ド 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
前 記 針 は 、 取 外 し 不 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ４ ７ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 再 使 用 不 能 注 射 器 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
前 記 針 は 、 前 記 注 射 器 の 一 体 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ４ ７ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 再 使 用 不 能 注 射 器 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
実 質 的 に 本 明 細 書 で 説 明 さ れ て 示 さ れ た よ う な 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
実 質 的 に 請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ５ １ に 説 明 さ れ て 示 さ れ た よ う な 新 た な 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
請 求 項 １ ９ か ら 請 求 項 ５ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 再 使 用 不 能 注 射 器 の た め の プ ラ ン ジ ャ
。
【 請 求 項 ５ ３ 】
実 質 的 に 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
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実 質 的 に 本 明 細 書 で 説 明 さ れ て 示 さ れ た よ う な 新 た な 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 安 全 注 射 器 の 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 針 刺 し 事 故 を 防 ぎ 、 永 久 に 再 使 用 不 能
に さ れ た 安 全 注 射 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
「 ヒ ト 免 疫 不 全 ウ ィ ル ス 」 及 び 他 の 血 液 感 染 症 に 感 染 す る 危 険 性 が 益 々 高 ま っ て く る と 、
医 療 従 事 者 及 び 患 者 の 露 出 を 最 小 限 に し 、 信 頼 性 が あ っ て 使 用 が 簡 単 な 費 用 効 果 の 高 い 安
全 注 射 器 の 必 要 性 が 生 じ る 。 多 く の 提 案 が こ の 分 野 で 為 さ れ て き た 。 し か し 、 こ れ ら は 、
一 般 的 に 、 操 作 す る の に 医 療 従 事 者 が 両 手 を 必 要 と す る 、 及 び ／ 又 は 、 製 作 費 用 が 高 い な
ど の 不 都 合 が あ る 。 貧 困 な 第 三 世 界 諸 国 に お い て 医 療 費 用 が 掛 か る こ と は 、 多 く の 場 合 に
適 正 な 殺 菌 を し な い ま ま 、 使 い 捨 て 医 療 装 置 を 再 利 用 す る 結 果 を も た ら し て き た 。 こ れ ら
の 国 で の 「 Ｈ Ｉ Ｖ 」 及 び 関 連 疾 病 の 罹 患 率 の 高 さ を 考 慮 す る と 、 こ の 状 況 は 容 認 で き な い
も の で あ る 。 患 者 教 育 は 、 多 く の 場 合 に 最 適 と は 言 え ず 、 知 識 の な い 患 者 ほ ど 再 利 用 の 機
器 を 受 け 入 れ る 傾 向 が 高 い 。 注 射 器 を 再 使 用 不 能 に す る の に 利 用 可 能 な 機 構 は 高 価 な こ と
が 分 っ て お り 、 い く つ か の 注 射 器 は 、 決 意 し た ユ ー ザ に よ っ て 再 使 用 可 能 に さ え さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 注 射 器 の 外 筒 に 装 着 さ れ る か 又 は 外 筒 の 一 体 成 形 部 分 で あ る ガ イ ド 、 及 び 、 ガ
イ ド に 沿 っ て 摺 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 部 分 と 尖 っ た 針 先 を そ の 内 部 に 覆 う こ と を
容 易 に す る 針 の た め の 構 造 を 有 す る 第 ２ の 部 分 と を 有 す る 摺 動 可 能 部 材 を 含 む 注 射 針 の た
め の 安 全 装 置 を 提 供 す る 。
ガ イ ド は 、 近 位 端 及 び 遠 位 端 を 有 す る 。 近 位 端 は 、 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分 が 近 位 端 で
ガ イ ド か ら 外 れ る こ と を 防 ぐ 末 端 ブ ロ ッ ク と 、 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分 と の 連 結 を 考 慮
し た 斜 角 セ グ メ ン ト と 、 摺 動 可 能 部 材 が 前 進 し て 針 先 に 係 合 す る 前 の 第 １ の 部 分 の 一 時 的
な 配 置 を 容 易 に す る 面 取 り セ グ メ ン ト と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ガ イ ド の 遠 位 端 は 、 整 列 し
た 鋸 歯 セ グ メ ン ト に よ っ て 形 成 さ れ 、 こ の セ グ メ ン ト は 、 使 用 中 に 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の
部 分 上 の 補 完 的 セ グ メ ン ト に 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 摺 動 可 能 部 材 を 引 き 込 み 不 能 位 置 に 固
定 し 、 針 を 第 ２ の 部 分 内 に 封 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分 は 、 ブ ラ ケ ッ ト 及 び シ ャ フ ト か ら 成 る 。 ブ ラ ケ ッ ト は 、 ガ イ ド
の 斜 角 セ グ メ ン ト 上 へ ス ナ ッ プ ・ ク リ ッ ク 式 に 留 ま る よ う に 構 成 さ れ る 。 摺 動 可 能 部 材 の
第 ２ の 部 分 は 、 針 用 の カ ッ プ 又 は キ ャ ッ プ 形 状 の 構 造 か 、 又 は そ の 針 を 覆 う た め の 閉 鎖 セ
グ メ ン ト を 有 す る 針 用 の 偏 心 開 口 の 形 態 と す る こ と が で き る 。 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分
は 、 弾 力 的 に 変 形 可 能 で あ り 、 例 え ば 注 射 器 外 筒 か ら 離 れ る よ う に 付 勢 さ せ る こ と が で き
、 従 っ て 、 キ ャ ッ プ が 針 の 端 部 か ら 滑 り 落 ち る ま で 摺 動 可 能 部 材 が 針 に 向 っ て 前 進 す る と
、 針 用 に 設 け ら れ た 開 口 又 は 構 造 が 針 先 か ら 離 れ る よ う に 傾 斜 し て い る の で 、 針 先 は 、 そ
れ に よ っ て キ ャ ッ プ 内 に 覆 わ れ る 。
本 発 明 者 は 、 安 全 注 射 器 が 針 先 を 安 全 に す る の に 片 方 の 手 の み を 必 要 と し 、 そ れ に よ っ て
医 療 従 事 者 が 他 方 の 手 を 患 者 の 介 護 に 利 用 し 、 他 方 の 手 を 針 先 か ら 離 し て お く こ と を 可 能
に す る と 考 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 注 射 器 を 再 使 用 不 能 に す る た め の 手 段 で あ り 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の
フ ォ ロ ア を 有 す る 第 １ の 部 分 と 、 フ ォ ロ ア を 受 け て 誘 導 す る た め の ガ イ ド を 収 納 す る 第 ２
の 部 分 と を 有 す る プ ラ ン ジ ャ か ら 成 る 。 密 封 プ ラ グ は 、 プ ラ ン ジ ャ の 端 部 に 装 着 さ れ る か
、 又 は プ ラ ン ジ ャ の 第 ２ の 部 分 と 共 に 単 一 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る こ と が で き る 。 プ ラ ン ジ ャ
の 第 ２ の 部 分 は 、 そ れ 自 体 、 ガ イ ド を 収 納 す る 第 １ の 部 分 と 、 密 封 プ ラ グ と 連 結 す る 手 段
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と し て 作 用 す る 第 ２ の 部 分 と の ２ つ の 部 分 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ガ イ ド は 、 １ つ の 頂 点 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 脚 部 か ら 成 る こ と が で き る が 、 Ｚ 形 又 は
Ｍ 形 も 可 能 で あ る 。
Ｍ 形 に 導 か れ た ガ イ ド は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 脚 部 を 含 む こ と が で き 、 第 １ 及
び 第 ２ の 脚 部 の 間 に 第 １ の 頂 点 、 第 ２ と 第 ３ の 脚 部 の 間 に 第 ２ の 頂 点 、 及 び 、 第 ３ 及 び 第
４ の 脚 部 の 間 に 第 ３ の 頂 点 を 有 す る 。
第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 頂 点 で 、 ガ イ ド 内 の フ ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 保 証 す る た め の 手 段
が 提 供 さ れ る 。 こ の 手 段 は 、 先 行 す る 脚 部 内 へ の 再 入 を 防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮
可 能 成 形 突 出 部 の 形 を と る こ と が で き る 。 プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 内 で 前 に 押 し 出 さ れ る と 、
Ｍ 型 ガ イ ド の 第 １ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。 第 １ の 脚 部 は 、 注 射 器 へ 流 体 を 引 き 込 む の
に 必 要 な 位 置 へ 注 射 器 を 準 備 す る た め に 使 用 す る こ と が で き 、 又 は 、 別 の 瓶 に あ る 量 の 空
気 を 注 入 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 。 フ ォ ロ ア は 、 ガ イ ド 内 で 組 み 立 て ら れ 、 プ ラ ン
ジ ャ は 、 注 射 器 が 使 用 さ れ る 前 に 外 筒 の 開 口 部 へ 挿 入 さ れ る の が 望 ま し い 。 フ ォ ロ ア が 第
１ の 脚 部 に 沿 っ て 前 に 押 し 出 さ れ た 状 態 で 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第 １ の 頂 点 は 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第
２ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第 ２ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 誘
導 す る 。 こ の 作 用 は 、 注 射 器 に 薬 液 や 体 液 な ど を 充 填 す る こ と に 対 応 す る こ と に な る 。
第 ２ の 頂 点 は 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第 ３ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る 。 プ ラ ン ジ ャ
が 注 射 器 の 針 先 へ 押 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第 ３ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。 こ の 作 用 は
、 患 者 へ 内 容 物 を 投 与 す る か 、 又 は 、 血 液 又 は 流 体 サ ン プ ル を 適 正 な 容 器 に 入 れ る こ と に
対 応 す る 。 第 ３ の 頂 点 は 、 注 射 器 を 再 利 用 す る か 、 又 は 注 射 器 外 筒 か ら プ ラ ン ジ ャ を 取 り
外 そ う と す る 場 合 、 次 に Ｍ 型 ガ イ ド の 第 ４ の 脚 部 へ 向 う 進 路 を 促 す 。 プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器
の 針 先 か ら 引 き 戻 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド の 第 ４ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。 こ の 第 ４ の 脚
部 は 、 プ ラ ン ジ ャ の 第 ２ の 部 分 の 外 部 に 連 通 し 、 こ れ に よ り フ ォ ロ ア は 、 Ｍ 型 ガ イ ド か ら
摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 プ ラ ン ジ ャ の 第 １ の 部 分 を プ ラ ン ジ ャ の 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、
従 っ て 第 ２ の 部 分 と プ ラ ン ジ ャ と が 注 射 器 の 針 先 に 残 る こ と が で き る 。 針 は 、 注 射 器 と 共
に 予 め 製 造 し て 取 外 し 不 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ｚ 型 ガ イ ド は 、 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 脚 部 を 含 む こ と が で き 、 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 の 間
に 第 １ の 頂 点 、 及 び 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 脚 部 の 間 に 第 ２ の 頂 点 を 有 す る 。 こ の 場 合 、 注 射 器
は 、 通 常 は 注 射 器 外 筒 の 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た プ ラ ン ジ ャ を 有 し て 使 用 可 能 な 状 態 で あ ろ
う 。 第 １ 及 び 第 ２ の 頂 点 は 、 フ ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 促 す 手 段 を 有 す る こ と が で き る 。 こ
の 手 段 は 、 先 行 脚 部 内 へ の 再 入 を 防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 の 形 を
と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ る と 、 Ｚ 型 の 第 １ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。
第 １ の 頂 点 は 、 Ｚ 型 の 第 ２ の 脚 部 へ 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る 。 プ ラ ン ジ ャ が 注 射
器 の 針 先 へ 押 さ れ る と 、 Ｚ 型 の 第 ２ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。 第 ２ の 頂 点 へ 着 く と 、 Ｚ
型 の 第 ３ の 脚 部 へ 向 う 経 路 が 促 さ れ る 。 プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 戻 さ れ る と 、
Ｚ 型 の 第 ３ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け 、 こ の Ｚ 型 の 第 ３ の 脚 部 は 、 次 に プ ラ ン ジ ャ の 外 部 と
連 通 し 、 そ う す る こ と に よ り 、 フ ォ ロ ア は 、 Ｚ 型 ガ イ ド か ら 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 こ
れ に よ っ て プ ラ ン ジ ャ の 第 １ の 部 分 を プ ラ ン ジ ャ の 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、 注 射 器 の 針 先 に
第 ２ の 部 分 を 残 す 。 針 は 、 注 射 器 と 共 に 予 め 製 造 し て 取 外 し 不 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
Ｖ 型 ガ イ ド は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 を 含 み 、 第 １ 及 び 第 ２ の 脚 部 の 間 に 頂 点 を 有 す る 。 フ
ォ ロ ア の 一 方 向 進 路 を 促 す 手 段 は 、 頂 点 内 に 位 置 す る こ と が で き 、 先 行 脚 部 内 へ の 再 入 を
防 ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 の 形 を と る こ と が で き る 。
プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 の 針 先 へ 押 さ れ る と 、 Ｖ 型 の 第 １ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け る 。 フ ォ ロ

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-501665 A 2005.1.20



ア が 頂 点 に 着 く と 、 フ ォ ロ ア を Ｖ 型 の 第 ２ の 脚 部 に 向 う 経 路 を 辿 る よ う に 促 す こ と が で き
る 。 プ ラ ン ジ ャ が 注 射 器 の 針 先 か ら 引 き 離 さ れ る と 、 Ｖ 型 の 第 ２ の 脚 部 が フ ォ ロ ア を 受 け
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
Ｖ 型 の こ の 第 ２ の 脚 部 は 、 プ ラ ン ジ ャ の 外 部 と 連 通 し 、 そ う す る こ と に よ り 、 フ ォ ロ ア が
Ｖ 型 ガ イ ド か ら 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て プ ラ ン ジ ャ の 第 １ の 部 分 を プ ラ ン
ジ ャ の 第 ２ の 部 分 か ら 外 し 、 注 射 器 の 針 先 に 第 ２ の 部 分 を 残 す 。
Ｖ 型 ガ イ ド を 有 す る 再 使 用 不 能 の 注 射 器 は 、 予 充 填 注 射 器 と す る こ と が で き 、 及 び ／ 又 は
、 そ の 針 は 、 注 射 器 の 予 め 製 造 さ れ た 部 分 と す る こ と が で き る 。
本 発 明 は 、 図 を 参 照 し な が ら 非 限 定 的 実 施 例 に よ っ て 更 に 完 全 に 説 明 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ か ら 図 ７ に 示 す よ う に 、 注 射 針 １ ２ の 安 全 装 置 １ ０ は 、 注 射 器 １ ８ の 外 筒 １ ６ に 成 形
さ れ る か 又 は 外 筒 １ ６ の 一 体 型 成 形 部 品 で あ る ガ イ ド １ ４ 、 及 び 、 ガ イ ド １ ４ に 沿 っ て 摺
動 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 部 分 ２ ２ と 尖 っ た 針 先 １ ３ を 内 部 に 覆 う こ と を 容 易 に す る
針 １ ２ の た め の 構 造 ２ ６ を 有 す る 第 ２ の 部 分 ２ ４ と を 有 す る 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ を 含 む 。
ガ イ ド １ ４ は 、 近 位 端 及 び 遠 位 端 を 有 す る 。 近 位 端 は 、 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分 ２ ２ が
近 位 端 で ガ イ ド １ ４ か ら 外 れ る こ と を 防 ぐ 末 端 ブ ロ ッ ク ２ ８ と 、 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部
分 ２ ２ と 連 結 す る こ と が で き る 斜 角 セ グ メ ン ト ３ ０ と 、 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ が 針 先 １ ３ に 係
合 す る よ う に 前 へ 押 さ れ る 前 に 、 第 １ の 部 分 ２ ２ の 一 時 的 な 配 置 を 容 易 に す る 面 取 り セ グ
メ ン ト ３ ２ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ガ イ ド １ ４ の 遠 位 端 は 、 整 列 し た 鋸 歯 セ グ メ ン ト ３ ４
に よ っ て 形 成 さ れ る が 、 鋸 歯 は 、 使 用 中 に 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ の 第 １ の 部 分 ２ ２ 上 の 補 完 的
セ グ メ ン ト ３ ６ に 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ を 引 き 込 み 不 能 位 置 へ 固 定 し 、
針 の た め の 構 造 ２ ６ に よ っ て 針 先 １ ３ を 覆 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
摺 動 可 能 部 材 ２ ０ の 第 １ の 部 分 ２ ２ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ 及 び シ ャ フ ト ２ ５ か ら 成 る 。 ブ ラ
ケ ッ ト ２ ３ は 、 ガ イ ド １ ４ の 斜 角 セ グ メ ン ト ３ ０ 上 に ス ナ ッ プ ・ ク リ ッ ク 式 に 留 ま る よ う
に 構 成 さ れ る 。
摺 動 可 能 部 材 ２ ０ の 第 ２ の 部 分 ２ ４ は 、 カ ッ プ 形 ３ ８ 又 は キ ャ ッ プ ４ ０ の 形 態 の 針 先 １ ３
の た め の 構 造 ２ ６ を 有 す る 。 構 造 ２ ６ は 、 針 先 １ ３ を 覆 う た め の 閉 鎖 セ グ メ ン ト ４ ４ を 有
す る 上 述 の 針 先 １ ３ の た め の 偏 心 開 口 ４ ２ を 有 す る 。 針 １ ２ は 、 構 造 ２ ６ の 開 口 ４ ２ を 貫
通 し 、 そ れ に よ り 、 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ が 面 取 り セ グ メ ン ト ３ ２ 上 に 配 置
さ れ た 時 、 構 造 ２ ６ が 針 の 基 部 １ ５ に あ る こ と に な る 。 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ の 第 １ の 部 分 ２
２ は 、 弾 力 的 に 変 形 可 能 で 、 注 射 器 １ ８ の 外 筒 １ ６ か ら 離 れ る よ う に 付 勢 す る こ と が で き
、 従 っ て 、 摺 動 可 能 部 材 ２ ０ が 針 １ ２ の 方 へ 前 に 押 さ れ て キ ャ ッ プ ４ ０ が 針 先 １ ３ の 端 部
か ら 外 れ る と 、 針 １ ２ の た め に も た ら さ れ た 開 口 ４ ２ 又 は 構 造 ２ ６ が 針 先 １ ３ か ら 離 れ る
方 向 に 傾 斜 し て い る の で 、 針 先 は 、 従 っ て キ ャ ッ プ ４ ０ に よ っ て 覆 わ れ る （ 図 ７ 〔 ａ 〕 及
び 〔 ｂ 〕 参 照 ） 。
安 全 注 射 器 の 摺 動 可 能 部 材 は 、 針 先 を 安 全 に す る の に 片 手 の み を 使 用 す る こ と を 可 能 に し
、 こ れ に よ り 医 療 従 事 者 が 他 方 の 手 を 患 者 の 介 護 に 使 用 し 、 そ の 他 方 の 手 を 針 先 か ら 離 し
て お く こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 図 ８ か ら 図 １ １ に 示 す よ う に 、 再 使 用 不 能 注 射 器 ５ ０ は 、 可
撓 性 フ ラ ッ プ ５ ７ 上 の ニ ッ プ ル の 形 態 の １ つ 又 は そ れ 以 上 の フ ォ ロ ア ５ ６ を 有 す る 第 １ の
部 分 ５ ４ と 、 フ ォ ロ ア ５ ６ を 受 け て 誘 導 す る た め の ガ イ ド ６ ０ を 収 納 す る 第 ２ の 部 分 ５ ８
と を 備 え た プ ラ ン ジ ャ ５ ２ を 有 す る 。
密 封 プ ラ グ ６ ２ は 、 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ の 端 部 に 装 着 さ れ る か 、 又 は プ ラ ン ジ ャ ５ ２ の 第 ２ の
部 分 ５ ８ と 共 に 単 一 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る こ と が で き る 。 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ の 第 ２ の 部 分 ５ ８
は 、 そ れ 自 体 、 ２ つ の 部 分 を 含 む こ と が で き 、 第 １ の 部 分 ６ ４ は ガ イ ド ６ ０ を 収 納 し 、 第
２ の 部 分 ６ ６ は 、 密 封 プ ラ グ ６ ２ を 連 結 す る た め の 手 段 と し て 機 能 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
ガ イ ド ６ ０ は 、 １ つ の 頂 点 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 脚 部 か ら 成 る こ と が で き る が （ す な
わ ち 、 Ｖ 型 ） 、 し か し 、 Ｚ 型 又 は Ｍ 型 も 可 能 で あ る 。
Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ は 、 第 １ の 脚 部 ７ ０ 、 第 ２ の 脚 部 ７ ２ 、 第 ３ の 脚 部 ７ ４ 、 及 び 第 ４ の 脚 部
７ ６ を 含 む こ と が で き 、 第 １ の 脚 部 ７ ０ と 第 ２ の 脚 部 ７ ２ と の 間 に 第 １ の 頂 点 ７ ８ 、 第 ２
の 脚 部 ７ ２ と 第 ３ の 脚 部 ７ ４ と の 間 に 第 ２ の 頂 点 ８ ０ 、 及 び 第 ３ の 脚 部 ７ ４ と 第 ４ の 脚 部
７ ６ と の 間 に 第 ３ の 頂 点 ８ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ の 頂 点 ７ ８ 、 第 ２ の 頂 点 ８ ０ 、 及 び 第 ３ の 頂 点 ８ ２ に お い て 、 ガ イ ド 内 で フ ォ ロ ア が
一 方 向 進 路 を 保 証 す る た め の 手 段 ８ ４ が 提 供 さ れ る 。 こ の 手 段 は 、 先 行 脚 部 へ の 再 入 を 防
ぐ 段 の 付 い た 傾 斜 を 有 す る 圧 縮 可 能 成 形 突 出 部 ８ ６ の 形 態 と す る こ と が で き る 。 プ ラ ン ジ
ャ ５ ２ が 注 射 器 ５ ０ 内 で 前 に 押 さ れ る と 、 Ｍ 型 の 第 １ の 脚 部 ７ ０ が フ ォ ロ ア ５ ６ を 受 け る
。 第 １ の 脚 部 ７ ０ は 、 注 射 器 ５ ０ 内 に 流 体 を 入 れ る の に 必 要 な 位 置 に 注 射 器 ５ ０ を 準 備 す
る の に 使 用 す る こ と が で き 、 又 は 、 別 の 瓶 に あ る 量 の 空 気 を 注 入 す る の に 使 用 す る こ と が
で き る 。 フ ォ ロ ア ５ ６ は 、 ガ イ ド ６ ０ 内 で 組 み 立 て ら れ 、 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ は 、 注 射 器 ５ ０
が 使 用 さ れ る 前 に 外 筒 開 口 部 ５ ３ の 中 へ 挿 入 さ れ る の が 好 ま し い 。 フ ォ ロ ア ５ ６ が 第 １ の
脚 部 ７ ０ に 沿 っ て 前 に 押 さ れ た 状 態 で 、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 １ の 頂 点 ７ ８ は 、 Ｍ 型 ガ イ ド
６ ８ の 第 ２ の 脚 部 ７ ２ に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る 。
プ ラ ン ジ ャ ５ ２ が 注 射 器 ５ ０ の 針 先 ５ １ か ら 引 き 離 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 ２ の 脚
部 ７ ２ が フ ォ ロ ア ５ ６ を 誘 導 す る 。 こ の 作 用 は 、 注 射 器 を 薬 液 や 体 液 な ど で 充 填 す る こ と
に 対 応 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ の 頂 点 ８ ０ は 、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 ３ の 脚 部 ７ ４ に 向 う 経 路 を 促 す よ う に 構 成 さ れ る
。 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ が 注 射 器 ５ ０ の 針 先 ５ １ へ 押 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 ３ の 脚 部 ７
４ が フ ォ ロ ア ５ ６ を 受 け る 。 こ の 作 用 は 、 患 者 へ 内 容 物 を 投 与 す る か 、 又 は 血 液 や 流 体 サ
ン プ ル を 適 正 な 容 器 に 入 れ る こ と に 対 応 す る 。 第 ３ の 頂 点 ８ ２ は 、 次 に 、 注 射 器 ５ ０ を 再
利 用 し よ う と す る か 又 は 注 射 器 ５ ０ の 外 筒 か ら プ ラ ン ジ ャ ５ ２ を 取 り 外 そ う と す る 場 合 に
、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 ４ の 脚 部 ７ ６ に 向 う 経 路 を 促 す 。 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ が 注 射 器 ５ ０ の 針
先 ５ １ か ら 引 き 戻 さ れ る と 、 Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ の 第 ４ の 脚 部 ７ ６ が フ ォ ロ ア ５ ６ を 受 け る 。
こ の 第 ４ の 脚 部 ７ ６ は 、 プ ラ ン ジ ャ ５ ２ の 第 ２ の 部 分 ５ ８ の 外 部 ８ ８ に 連 通 し 、 こ れ に よ
り フ ォ ロ ア ５ ６ が Ｍ 型 ガ イ ド ６ ８ か ら 摺 動 し て 出 る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て プ ラ ン ジ ャ
５ ２ の 第 １ の 部 分 ５ ４ を 第 ２ の 部 分 ５ ８ か ら 外 し 、 従 っ て 第 ２ の 部 分 ５ ８ と プ ラ ン ジ ャ ５
２ と が 注 射 器 ５ ０ の 針 先 ５ １ に 残 る 。
針 は 、 注 射 器 の 予 め 製 造 さ れ た 部 分 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 安 全 装 置 及 び 注 射 器 の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ガ イ ド の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 安 全 装 置 の 摺 動 可 能 部 材 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 安 全 装 置 の 摺 動 可 能 部 材 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 針 の た め の 構 造 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 針 の た め の 構 造 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 使 用 中 の 安 全 注 射 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 使 用 中 の 安 全 注 射 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 再 使 用 不 能 注 射 器 の プ ラ ン ジ ャ の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ガ イ ド の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 頂 点 内 の 突 出 部 の 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 (a)～ (e)は 、 使 用 中 の 注 射 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 組 合 さ れ た 再 使 用 不 能 の 安 全 注 射 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
１ ０ 　 安 全 装 置
１ ２ 　 針
１ ３ 　 針 先
１ ４ 　 ガ イ ド
１ ５ 　 針 の 基 部
１ ６ 　 外 筒
１ ８ 　 注 射 器
２ ０ 　 摺 動 可 能 部 材
２ ２ 　 摺 動 可 能 部 材 の 第 １ の 部 分
２ ３ 　 ブ ラ ケ ッ ト
２ ４ 　 摺 動 可 能 部 材 の 第 ２ の 部 分
２ ５ 　 シ ャ フ ト
２ ６ 　 構 造
２ ８ 　 末 端 ブ ロ ッ ク
３ ０ 　 斜 角 セ グ メ ン ト
３ ２ 　 面 取 り セ グ メ ン ト
３ ４ 　 ガ イ ド の 鋸 歯
３ ６ 　 摺 動 可 能 部 材 の 鋸 歯
３ ８ 　 カ ッ プ 型 構 造
４ ０ 　 キ ャ ッ プ 型 構 造
４ ２ 　 偏 心 開 口
４ ４ 　 閉 鎖 セ グ メ ン ト
５ ０ 　 再 使 用 不 能 注 射 器
５ １ 　 注 射 器 の 針 先
５ ２ 　 プ ラ ン ジ ャ
５ ３ 　 外 筒 開 口 部
５ ４ 　 プ ラ ン ジ ャ の 第 １ の 部 分
５ ６ 　 フ ォ ロ ア
５ ７ 　 ニ ッ プ ル を 有 す る 可 撓 性 フ ラ ッ プ
５ ８ 　 プ ラ ン ジ ャ の 第 ２ の 部 分
６ ０ 　 ガ イ ド
６ ２ 　 密 封 プ ラ グ
６ ４ 　 第 ２ の 部 分 の 第 １ の 部 分
６ ６ 　 第 ２ の 部 分 の 第 ２ の 部 分
６ ８ 　 Ｍ 型 ガ イ ド
７ ０ 　 第 １ の 脚 部
７ ２ 　 第 ２ の 脚 部
７ ４ 　 第 ３ の 脚 部
７ ６ 　 第 ４ の 脚 部
７ ８ 　 第 １ の 頂 点
８ ０ 　 第 ２ の 頂 点
８ ２ 　 第 ３ の 頂 点
８ ４ 　 一 方 向 流 れ 手 段
８ ６ 　 突 出 部
８ ８ 　 連 通 点
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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